











































清少納言：枕草子　長保 3（1001）年 39 件（22 種類）- 清少納言もまた、「紙」に対する
並々ならぬ「想い」を記録していた。 和泉式部集：寛弘４（1007）年―10 件。　藤原行


















































































水放馬灘出土、179 ～ 140 B.C. ②陝西省灞橋紙、140 ～ 87 B.C. ③甘粛省金関出












シス国家」、朝鮮、安南（ベトナム）に 3 ～ 4 世紀には伝わり、アジア最後には、
610 年に日本に、高句麗の僧曇徴により、植物表皮から直接紙を作る技術が伝
わっている。蔡倫による、植物樹膚から作った紙は残念ながら伝わっていない







を主体とした、高精度デジタル顕微鏡、また HoribaXGT2700 蛍光 X 線分析に
より科学分析を行い、同定した、アジアの紙：敦煌文書とされる中国の古文書、
古典籍、中央アジアの紙に加えて、朝鮮の紙、日本の紙の「姿」を紹介しよう。


























た。第 3 図、4 図に盛唐時代の仏教経典に用いられた用紙の分析結果を示す。
第 3 図　比丘含注戒本（裏面は本草集注序録）唐開元六年（718 年）の紀年をもつ、




































































第 6 図、7 図の竹紙との違いは歴然である。
（11）
（特集━三） 紙は時代の目撃者：紙の科学分析が語る知の文明の歴史













　漢帝国が崩壊した、五胡十六国時代の中国：316 ～ 439A.D. 、王義之の活躍
した東晋に対し、華北では胡 5 族が 16 の王国を次々に建てた．この中で、前














第 9 図　MS11032, 386A.D. 前 秦 国 で 作
られたアワわらを使った紙。アワ茎断片。
































第 11 図　 高麗版大般若経巻 92　稲わら
表皮残存　稲ワラ主体紙 : 玉屑帖 （8）



















第 13 図 京都国立博物館蔵：百万塔陀羅
尼経甲巻　奈良時代 764- 770 A.D. 楮紙
であるが、まだ典型的溜漉きである。



































































科学分析の結果を示す（14）。　第 17 図、18 図　とも、明白な「ぼろ布断片」が
見られるが、そのほかにも、布を打ちほぐしたあとの糸断片も、多くの用紙に
見つかっている。




















文書は「羊皮紙」を使うとされていた。グーテンベルグの 42 行聖書（1450 年頃）






　アメリカの紙の歴史研究家 Dard Hunter による解説 （19） から、ヨーロッパ
の紙作りの歴史の要点をまとめよう。
　1151 年：スペイン Xátiva  ぼろ布叩解装置が稼働開始。1276 年：イタリア , 







では依然としてぼろ布が製紙原料であった。1800 ～ 1840 年頃にかけて木材の
破砕機が発明されて初めて、木材チップを化学処理してセルロースを抽出する
道が開け、1841 年：Charles Fenerty: Halifax （Canada）で西半球最初の木材パ
ルプによる製紙法に成功。ヨーロッパ が紙作りにおいてぼろ布から解放され
たのは、蔡倫による樹皮繊維応用の紙作り開始から 1700 年後であった。


























































平戸商館の貿易記録の中に、1630 年代に確かに 10000 枚を超す「鳥の子紙」がオ
ランダヘ輸出されたことが分かっている（21） 。この鳥の子紙を誰が使ったのか？
　筆者らは、レンブラントの銅版画の世界第一のコレクションをもつ、ロシア
















ai Biobusu」のポルトガル語表記で記載されている（“Vocabulário da lingoa de 
Japan” （Japanese-Portuguese Dictionary） *1603-4, Nagasaki. Bibliotheque 






















らの「納屋物」・「脇物」は 17 万丸、合計 30 万丸であったという。































































りの始まった 610 年から 900 年を超えていた。1585 年ルイス・フロイスが記
録した「日欧文化比較」（25） の和紙の記述を見てみよう：「われわれの紙はわ
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付記：
 　冒頭に記したように、ここで紹介をした研究は、筆者江南の一人による研究で
はない。1997 年から始まった、龍谷大学・大谷コレクションの中国・中央アジア
古文書用紙の研究が、2000 年に文科省の「私立大学アカデミックフロンティアセ
ンター」事業に採択され、「龍谷大学古典籍研究デジタルアーカイブ研究センター
が設けられ、センター長の岡田至弘教授と江南との共同研究が本格化し、2005 年
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（特集━三）　紙は時代の目撃者：紙の科学分析が語る知の文明の歴史
以降、北海道大学石塚晴通教授（現在同名誉教授・東洋文庫研究員）、京都国立博
物館赤尾栄慶研究員（現同館名誉研究員）と上記 2 名とによる、さらに広い視野に
よる、日本にある中国・中央アジア古典籍、ヨーロッパに散在する和紙・中国の
紙による「古文書」、「美術品」、刊本の料紙研究の中で、明らかになったアジアの
紙の姿、さらに紙の調達に苦しんだ同時代のヨーロッパ文化の姿を、それらに使
われた「紙の科学分析」から、あらためて調べるという息の長い研究の一端を示し
たものである。
 　この間、日本国内だけでなく、大英図書館、エルミタージュ美術館の協力も得、
両機関の研究者、また報告論文に名前を連ねる多くの若手研究者・大学院生の多
大の協力も得たものであることを、改めて記しておきたい。
 　最後に、実践女子大学の佐藤　悟教授、横井　武教授、上野　英子教授には、
「源氏物語」にはこれまで全く無縁であった、純理科系研究者の筆者に“私立大学研
究ブランディング事業：実践女子大学「源氏物語研究の学際的・国際的拠点形成」” 
への参加を許していただき、より広い分野を包含する共同研究を進める機会を与
えて頂いたことを深く感謝いたします。
